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ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
交
差
点
と
は
。

　
　

中
心
に
中
央
島
が
配
置
さ
れ
、
そ
の

周
辺
に
円
形
の
環
道
と
接
続
す
る
道
路
が

配
置
さ
れ
た
交
差
点
。
交
差
点
内
は
信
号

制
御
が
な
く
、
時
計
回
り
の
一
方
通
行
。

安
全
性
が
高
く
、
信
号
が
な
い
の
で
災
害

時
も
機
能
す
る
な
ど
の
長
所
が
あ
る
が
、

大
手
広
場
は
交
通
量
が
多
く
、
広
い
用
地

が
必
要
と
し
て
難
し
い
と
判
断
し
、
断
念

し
た
経
緯
が
あ
る
。

　
　

大
分
県
安
心
院
の
事
例
を
島
原
中
心

市
街
地
街
づ
く
り
推
進
協
議
会
で
調
査
視

察
を
し
た
。
思
っ
た
よ
り
コ
ン
パ
ク
ト
で
、

大
手
広
場
の
広
さ
に
十
分
納
ま
る
サ
イ
ズ

で
、
大
手
広
場
の
交
通
量
６
～
７
千
台
よ

り
多
い
１
万
台
の
交
通
量
を
さ
ば
い
て
い

た
。
大
型
バ
ス
に
も
対
応
で
き
て
い
た
。

　

前
回
判
断
時
は
、
ま
だ
庁
舎
建
設
途
中

で
、
そ
の
後
庁
舎
が
完
成
し
、
交
通
事
情

等
も
変
わ
っ
た
。
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
に

は
、
Ｕ
タ
ー
ン
が
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
も

あ
っ
て
、
路
線
バ
ス
に
と
っ
て
も
信
号
待

ち
が
な
く
な
る
。
大
手
広
場
は
現
状
の
ま

ま
で
い
い
の
か
。
再
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　
　

今
後
の
検
討
課
題
と
し
て
位
置
づ
け

る
必
要
が
あ
る
か
な
と
感
じ
て
い
る
。

　
　

整
備
の
基
本
方
針
を
確
認
し
た
い
。

　
　

島
原
城
周
辺
の
景
観
や
災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
電
線
地
中
化
を
し

て
、
歩
行
者
優
先
と
し
て
、
歩
き
た
く
な

る
よ
う
な
安
心
し
て
歩
け
る
歩
行
空
間
の

整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

　
　

図
書
館
敷
地
内
の
引
込
み
電
柱
が
気

に
な
る
。
図
書
館
敷
地
と
歩
道
に
段
差
が

あ
る
が
危
険
で
は
？

　
　

人
の
背
丈
ほ
ど
に
短
く
し
て
景
観
に

配
慮
し
た
い
。
段
差
は
認
識
し
て
い
る
。

安
全
対
策
は
必
要
と
考
え
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
項
目
】

◇
学
校
統
廃
合
問
題
。
二
小
の
子
供
た
ち

　

が
二
つ
の
中
学
校
に
分
か
れ
る
問
題

◇
大
三
東
埋
立
地
の
解
決
金
が
、
出
資
者

　

に
平
等
に
返
還
さ
れ
て
い
な
い

　
　

市
職
員
の
人
事
評
価
と
は
何
か
、
そ

の
目
的
は
。

　
　

平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
、
仕
事
上

の
能
力
や
実
績
を
評
価
し
て
配
置
や
給
与

に
反
映
す
る
こ
と
や
自
発
的
な
意
識
改
革

な
ど
で
人
材
育
成
の
意
義
も
あ
る
。

　
　

最
近
の
若
者
は
、
昇
進
や
管
理
職
へ

の
欲
が
な
い
と
聞
く
が
ど
う
か
。

　
　

管
理
職
へ
の
憧
れ
や
、
評
価
、
希
望

等
の
調
査
は
し
て
い
な
い
。

　
　

例
え
ば
上
級
管
理
職
へ
昇
進
の
際
の

年
収
の
差
は
ど
う
か
。

　
　

昇
進
に
よ
る
年
収
の
差
額
は
課
長
補

佐
か
ら
課
長
へ
は
約
83
万
円
、
課
長
か
ら

部
長
へ
は
約
20
万
円
で
あ
る
。

　
　

職
員
の
最
高
職
で
あ
る
部
長
職
は
特

に
責
任
と
能
力
が
必
要
で
あ
り
、
昇
進
時

は
そ
れ
に
見
合
っ
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
給

料
等
の
処
遇
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　

職
員
が
責
任
と
や
り
が
い
を
持
っ
て

職
務
を
追
行
で
き
る
よ
う
、
予
算
や
国
、

県
内
等
の
状
況
を
踏
ま
え
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
　

本
市
の
利
用
数
や
本
市
か
ら
他
市
、

ま
た
他
市
か
ら
本
市
施
設
の
利
用
数
と
半

島
内
の
各
施
設
の
利
用
料
は
い
く
ら
か
。

　
　

令
和
５
年
度
で
島
原
市
は
７
９
５

件
、
市
外
か
ら
は
37
件
の
利
用
、
島
原
か

ら
他
市
へ
は
実
績
は
あ
る
が
数
は
不
明
で

あ
る
。
市
内
在
住
者
の
利
用
料
は
大
人
で

は
島
原
市
と
雲
仙
市
は
無
料
、
南
島
原
市

は
１
万
円
で
あ
る
。

　
　

社
会
に
貢
献
さ
れ
た
方
々
の
最
後
の

お
見
送
り
。
今
後
各
市
も
団
塊
の
世
代
で

込
み
合
う
場
合
が
考
え
ら
れ
、
半
島
内
は

相
互
で
無
料
利
用
で
き
な
い
か
。

　
　

両
市
の
火
葬
件
数
に
影
響
が
あ
る
の

で
３
市
で
協
議
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

　
　

夏
場
の
草
刈
り
は
酷
暑
作
業
で
あ

る
。
除
草
部
分
を
一
部
も
し
く
は
全
面
に

「
防
除
シ
ー
ト
」
や
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
吹

き
つ
け
」
等
の
施
工
で
作
業
の
軽
減
が
で

き
な
い
か
。

　
　

御
提
案
は
有
効
と
思
う
。
長
期
的
な

経
費
や
効
果
な
ど
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
と
挑
戦
し
な

け
れ
ば
島
原
市
は
衰
退
や
消
滅
す
る
と
思

う
。
今
後
挑
戦
し
た
い
こ
と
は
何
か
。

　
　

ま
ず
は
雇
用
確
保
や
少
子
化
に
歯
止

め
を
か
け
る
企
業
誘
致
、
島
原
道
路
を
活

か
し
た
新
し
い
街
づ
く
り
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
描
い
て
い
る
。
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